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宝木を目指す裸群



2 ●

　日本三大奇祭の一つ「西大寺観音院」の会陽（えよう）「はだか祭り」が、国の重要無形民俗
文化財に指定されました。岡山市東区西大寺中、県三大河川の一つ吉井川が児島湾に注ぐ河口
右岸に発展した西大寺の街に通称「西大寺観音院」があります。寺名は、高野山真言宗 別格本

山「金陵山西大寺」です。
　本尊の千手観音像を本堂に安置し、仁王門、三重塔、石門と垢離取場、国指定重要文化財の朝鮮鐘の鐘楼、大師
堂等々を配置し、境内3,150坪を誇る寺院です。創建当時（室町時代）の諸伽藍は再々の火災で焼失。現在の建
造物は江戸時代中期以降の建物ですが、材料・技術共に優れ、「宝木（しんぎ）」を投下する御福窓のある本堂の大
床は県下最大で、外陣大床を含め雄大な姿です。寺の創建は奈良時代周防の國、藤原皆足姫が「千手観音像」を奈
良の長谷寺に奉納する途中、故あって西大寺の金岡に安置、更には龍神から授かった「犀の角」の由来等もあって、
長谷の安隆上人が「千手観音像」を現在の西大寺（犀載寺といった時期もある）に移したとあります。室町時代に
は門前町が形成されるほど近在の参拝者で繁栄し、最大行事が旧正月14日に行われる「会陽」でありました。「会
陽」の語源は諸説粉々ですが、500年前（平成22年の500周年奉祝）から、正月行事である「修正会（しゅしょ
うえ）」（天下泰平、五穀豊饒、万民豊楽等の大祈祷）の結願日、深夜12時に「護符、牛玉札（ごおうふだ）」を配っ
たのが始まりで、勇壮に奪い合う様は他に類を見ません。寺の縁起絵巻で見ると初期の略奪は皆着物姿で尻を端折
り、片肌を脱いだ程度で参拝者や見物客の区別がない様子で、現在の褌一枚の裸祭りになったのは江戸時代中期で、

「護符・牛王札」も陰陽一対の「宝木」になって、更に昭和40年頃までは「地押し」と言って前3日間、本堂西床
からも投下し祭りを盛り上げたが、今は本堂大床上の御福窓からの「本押し」１回だけとなり「宝木」の投下も午
後10時となっています。ワッショイ、ワッショイのかけ声に士気を高められた約九千人（五間六間の大床に一升
枡に1人の割合で詰め込む）の褌1枚の裸群が「宝木」を目がけ渦巻く争奪戦は、県内外をはじめ、遠く外国から
の参拝者、見物客も増えて見応えは充分です。投下前に吉井川川面に映える冬の打ち上げ花火も彩りを添え素晴ら
しい光景が見られます。
 西大寺地区民生委員児童委員協議会　山本　周二

済世
西大寺観音院
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民
生
委
員
は
、民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
で
す
。
ま
た
、
民
生
委
員

は
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
を
兼

ね
て
い
ま
す
。
給
与
の
支
給
は
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
も
の

で
、
任
期
は
三
年
で
す
（
再
任
が
可
）。

　

岡
山
市
で
は
、
地
域
住
民
の
方
々
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
地
区
ご
と
に
民
生
委
員

推
薦
準
備
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域

か
ら
推
薦
を
い
た
だ
い
た
後
、
市
全
体
の

岡
山
市
民
生
委
員
推
薦
会
を
経
て
、
厚
生

労
働
大
臣
に
推
薦
し
、
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

○�

全
国
で
二
十
三
万
人
の
委
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
は
、
全
国

共
通
の
制
度
と
し
て
、
国
民
す
べ
て
が
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
相
談
・
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

た
基
準
（
一
定
の
世
帯
数
ご
と
）
を
踏
ま

え
つ
つ
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）
ご
と

に
定
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
岡
山
市

の
委
員
定
数
は
、
一
、二
一
二
人
（
平
成

二
十
八
年
十
一
月
一
日
現
在
）
で
す
。

○�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民

の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
り
、
専
門
機

関
へ
の
つ
な
ぎ
役
で
す
。

　

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
担

当
の
区
域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
医
療
や
介
護
の
悩
み
、
失
業
や
経
済

的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
専
門

機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
地
域
の
絆

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○�

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
支
援
を
担
当
す
る
委
員
で
す
。

主
任
児
童
委
員
は
、担
当
区
域
を
も
た
ず
、

区
域
担
当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連

携
し
な
が
ら
子
育
て
の
支
援
や
児
童
健
全

育
成
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
で
約
二
万
一
千
人
が
活
動
し
て
お

り
、
岡
山
市
の
委
員
定
数
は
百
五
十
人
で

す
。

○��

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
三
つ
の
基
本

姿
勢

　

■
社
会
奉
仕
の
精
神

　
　

 

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

■
基
本
的
人
権
の
尊
重

　
　

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
民
生

委
員
法
第
十
五
条
に
定
め
ら
れ
た
守

秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

■
政
治
的
中
立

　
　

 

職
務
上
の
地
位
を
政
党
ま
た
は
政
治

的
目
的
の
た
め
に
利
用
し
ま
せ
ん
。

○�

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会（
民
児
協
）

と
は

　

す
べ
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
市

町
村
の
一
定
区
域
ご
と
に
置
か
れ
る
「
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」（
民
児
協
）

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
民
児
協
で
は
、
委

員
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ
て
把
握
す
る

地
域
の
課
題
を
共
有
し
、
対
応
方
法
に
つ

い
て
検
討
し
た
り
、
委
員
へ
の
研
修
を
実

施
し
た
り
し
ま
す
。
岡
山
市
に
は
、
小
学

校
区
や
中
学
校
区
を
基
準
に
、
六
十
九
の

地
区
民
児
協
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が
集

う
サ
ロ
ン
の
運
営
や
、
見
守
り
活
動
に
よ

る
配
食
事
業
等
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
団
体
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
特
別

な
資
格
や
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

く
ま
で
も
地
域
住
民
の
一
員
で
あ
り
、
住

民
の
「
身
近
な
相
談
相
手
」
で
す
。
自
ら

が
そ
の
人
の
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
よ

り
、
困
っ
て
い
る
人
を
行
政
や
専
門
機
関

へ
つ
な
ぐ
「
橋
渡
し
役
」
と
し
て
の
活
動

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
行
政
な
ど

の
関
係
機
関
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
自
分
一
人
で

は
な
く
、
多
く
の
関
係
者
と
一
緒
に
協
力

し
な
が
ら
活
動
す
る
の
が
民
生
委
員
の
役

割
で
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
し
て
は
、

岡
山
市
役
所
福
祉
援
護
課
（
〇
八
六

−

八
〇
三

−

一
二
一
八
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
　
　
　

　（
主
任
児
童
委
員
）
に
つ
い
て
」

   

民
生
委
員
は
、民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤

の
地
方
公
務
員
で
す
。
ま
た
、
民
生
委
員

は
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
を
兼

ね
て
い
ま
す
。
給
与
の
支
給
は
な
く
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
も
の

で
、
任
期
は
三
年
で
す
（
再
任
が
可
）。 

岡
山
市
で
は
、
地
元
の
地
域
住
民
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
地
区
ご
と
に

推
薦
準
備
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域

か
ら
推
薦
を
い
た
だ
い
た
後
、
市
全
体
の

岡
山
市
民
生
委
員
推
薦
会
を
経
て
、
厚
生

労
働
大
臣
に
推
薦
し
、
委
嘱
さ
れ
ま
す
。 

 

○
全
国
で
二
十
三
万
人
の
委
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。 

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
は
、
全
国

共
通
の
制
度
と
し
て
、
国
民
す
べ
て
が
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
相
談
・
支
援
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

た
基
準
（
一
定
の
世
帯
数
ご
と
）
を
踏
ま

え
つ
つ
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
）
ご
と

に
定
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
岡
山
市

の
委
員
定
数
は
、
一
二
一
二
人
（
平
成
二

十
八
年
十
一
月
一
日
現
在
）
で
す
。 

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民

の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
り
、
専
門
機
関

へ
の
つ
な
ぎ
役
で
す
。 

 

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
担

当
の
区
域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
や
介
護
の
悩
み
、
失
業
や
経
済
的
困

窮
に
よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
な
支
援
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
専
門
機
関
と

の
つ
な
ぎ
役
で
あ
り
、
地
域
の
絆
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。 

 

○
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。 

 

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て

に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
す
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
で
す
。
主
任
児
童
委
員

は
、
担
当
区
域
を
も
た
ず
、
区
域
担
当
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら

子
育
て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

全
国
で
約
二
万
一
千
人
が
活
動
し
て
お
り
、

岡
山
市
の
委
員
定
数
は
百
五
十
人
で
す
。 

 

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
三
つ
の
基
本 

姿
勢 

■
社
会
奉
仕
の
精
神 

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。 

■
基
本
的
人
権
の
尊
重 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
民
生
委

員
法
第
十
五
条
に
定
め
ら
れ
た
守
秘
義

務
が
あ
り
ま
す
。 

■
政
治
的
中
立 

職
務
上
の
地
位
を
政
党
ま
た
は
政
治
的

目
的
の
た
め
に
利
用
し
ま
せ
ん
。 

 ○
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会（
民
児
協
）

と
は 

 

す
べ
て
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
市

町
村
の
一
定
区
域
ご
と
に
置
か
れ
る
「
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」（
民
児
協
）
に

所
属
し
て
い
ま
す
。
民
児
協
で
は
、
委
員

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
じ
て
把
握
す
る
地

域
の
課
題
を
共
有
し
、
対
応
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
た
り
、
委
員
へ
の
研
修
を
実
施

し
た
り
し
ま
す
。
岡
山
市
に
は
、
小
学
校

区
や
中
学
校
区
を
基
準
に
、
六
十
九
の
地

区
民
児
協
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
が
集
う

サ
ロ
ン
の
運
営
や
、
見
守
り
活
動
に
よ
る

配
食
事
業
等
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

団
体
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

民
生
委
員
に
な
る
に
あ
た
っ
て
、
特
別

な
資
格
や
知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

く
ま
で
も
地
域
住
民
の
一
員
で
あ
り
、
住

民
の
「
身
近
な
相
談
相
手
」
で
す
。
自
ら

が
そ
の
人
の
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
よ

り
、
困
っ
て
い
る
人
を
行
政
や
専
門
機
関

へ
つ
な
ぐ
「
橋
渡
し
役
」
と
し
て
の
活
動

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
行
政
な
ど

の
関
係
機
関
も
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
自
分
一
人
で

は
な
く
、
多
く
の
関
係
者
と
一
緒
に
協
力

し
な
が
ら
活
動
す
る
の
が
民
生
委
員
の
役

割
で
す
。 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
関
し
て
は
、
岡

山
市
役
所
福
祉
援
護
課
（
〇
八
六
‐
八
〇

三
‐
一
二
一
八
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

    

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

（
主
任
児
童
委
員
）
に
つ
い
て
」 

制度が 100周年を迎えます！ 
制度が100周年を迎えます！
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建
部
地
区
　
広
報
委
員
　

�

本
田
　
茂
子

　

現
在
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域

住
民
の
立
場
に
た
ち
、
地
域
の
福
祉
を
担

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
全
国
で
約

二
十
三
万
人
の
人
々
が
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

社
会
奉
仕
の
精
神
と
基
本
的
人
権
の
尊

重
・
政
治
的
中
立
を
基
本
姿
勢
と
し
た
民

生
委
員
制
度
も
、
平
成
二
十
九
年
で
制
度

創
設
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
源
と
言
わ
れ
る
「
済
世
顧

問
制
度
」
を
生
み
出
し
た
、
元
岡
山
県
知

事
で
あ
る
笠
井
信
一
氏
の
こ
と
は
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
済
世
顧
問
第
一
号
」

と
し
て
委
嘱
を
受
け
た
藤
井
靜
一
氏
の
こ

と
は
、
ま
だ
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な
い

様
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
、
藤
井
靜
一
氏
の
地
元
で

あ
る
津
高
地
域
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
地
元
住
民
の
方
々
の
お
話
を
聞
く
機

会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

　

藤
井
氏
は
明
治
三
年
、
旧
安
部
倉
村
に

生
ま
れ
一
度
は
郷
里
を
離
れ
た
が
、
同

二
十
四
年
に
帰
郷
。
以
後
、
農
村
隣
保
事

業
の
先
駆
け
と
し
て
明
治
三
十
五
年
頃
か

ら
、
地
元
で
経
済
的
に
困
窮
し
た
農
民
を

救
済
し
よ
う
と
農
村
福
祉
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
協
働
救
護
社
を
組

織
し
、
協
働
扶
助
・
勤
勉
・
倹
約
・
貯
蓄

の
奨
励
に
よ
っ
て
生
活
と
精
神
の
安
定
を

目
指
す
事
業
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
村
全
体
を
対
象
に
し
た
「
共
同
済

世
社
」
を
展
開
し
、
そ
の
中
心
的
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
事
業
の
発
展
と
人
々

の
生
活
の
安
定
維
持
に
尽
力
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
に
八
十
三
歳
で
亡
く
な
る

ま
で
、
生
涯
を
社
会
福
祉
事
業
に
捧
げ
ま

し
た
。

　

大
正
十
二
年
に
、
松
尾
神
社
境
内
に
済

世
記
念
碑
が
住
民
の
手
で
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
元
岡
山
県
知
事
で
あ
る
笠
井
信
一
氏

が
、
藤
井
靜
一
氏
と
共
同
済
世
社
を
讃
え

る
碑
文
が
刻
ま
れ
、
今
で
も
地
元
の
人
達

に
よ
っ
て
、
周
辺
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
民
生
委
員
第
一
号
と
言
わ
れ

る
方
の
誕
生
地
で
あ
る
岡
山
市
で
、
多
く

の
仲
間
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
誇

り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
困
難
を
抱
え

る
人
々
の
発
見
と
、
心
に
寄
り
添
っ
た
支

援
に
微
力
な
が
ら
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

現
在
、
民
生
委
員
の
係
わ
る
事
例
は
、

児
童
虐
待
防
止
や
、そ
の
家
族
へ
の
支
援
、

生
活
困
難
や
子
ど
も
の
貧
困
問
題
等
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

人
が
人
と
し
て
自
立
・
生
活
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
は
、私
た
ち
民
生
委
員
・

児
童
委
員
も
必
要
な
知
識
や
技
術
の
習
得

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
お
互
い
が
持
っ
て
い
る
経
験
・
知
識
を

出
し
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
福
祉
の
あ

り
方
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
前
、「
無
関
心
か
ら
愛
は
生
ま
れ
な

い
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域

に
住
む
人
達
に
目
を
向
け
、
気
に
か
け
る

こ
と
で
見
え
て
く
る
物
も
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
自
然
現
象
や
生
活
の
中
で

何
が
起
こ
る
か
、
予
測
不
能
な
時
だ
か
ら

こ
そ
お
互
い
が
思
い
や
り
、
手
を
差
し
の

～�

藤
井
靜
一
氏
の　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

史
跡
を
訪
ね
て�

～

べ
る
優
し
さ
と
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を

も
っ
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
広
く

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

　

今
日
よ
り
も
明
日
。
明
日
よ
り
明
後
日

と
希
望
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
！

○
済
世
記
念
碑

　

 　

表
面
の
碑
文
は
笠
井
信
一
知
事
の
揮

毫
（
大
正
十
二
年
四
月
九
日
）

　

 　

裏
面
の
碑
文
に
は
、
藤
井
氏
が
地
域

住
民
の
生
活
改
善
の
た
め
に
行
っ
た
活

動
が
記
さ
れ
て
い
る
。

100周年
記念特集

済世記念碑 藤井靜一氏（岡山県立記録資料館　所蔵）
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岡山市

平成24年11月１日

第35号

民生委員第1号

生涯を社会福祉に
　岡山空港入口から西へ約1キロ、滑走路を
眼下に見下ろす岡山市北区三和（みと）、安
部倉地区の小高い丘の上に、一基の碑がたた
ずむ。
　高さ2メートル、御影石製の碑には、明治
から昭和初期にかけ、社会福祉事業に生涯を
捧げ、我が国の民生委員制度の生みの親の
一人となった、藤井靜一（ふじいせいいち）
氏（1870〈明治3〉年〜1952〈昭和27〉
年）の名が刻まれている。
　藤井氏は、津高郡面室村安部倉の大地主の
二男に生まれた。勉強と仕事のため、いった
ん郷里を離れたが、兄の死亡により1891
〈明治24〉年に帰郷。そこで村民の対立・不
和と、勤労意欲に欠け、酒、博打で荒んだ人々
の暮らしを目の当たりにし、私費を投じて貧
困者の救済を開始。安部倉懺悔会、安部倉融
通講等を次々に組織、生活改善や勤労と倹約
の奨励、物資の共済等を行った。
　こうした藤井氏の活動が当時の笠井信一
岡山県知事の目にとまり、済世顧問制度（現
在の民生委員制度の元となった）の創設に
あたって意見を求められるなどその手本と
なり、その後、1917〈大正6〉年4月、藤
井氏は済世顧問第1号として委嘱された。こ
れは、同年5月の済世顧問制度創設に先がけ
たもので、異例の措置である。我が国の「民
生委員第1号の誕生」と言っても過言ではあ
るまい。
　「尊敬を集める一方で、祭りには女装して
踊りの輪に加わるなど剽軽（ひょうきん）な
一面もあり、親しみやすい人だった」藤井氏
の最晩年の講話を毎朝聴いたと言う重実さ
んの遠い記憶だ。

北区北福祉事務所管内　地域福祉推進部
津高地区ふれあい交流会より

済世

藤井靜一氏の碑

安部倉ダム

安部倉川安部倉川
岡山空港

至 吉備中央町 至 御津

至 一宮
至 岡山市街

160

61

72

72

済世会館

済世記念碑済世記念碑
さぬきうどん

たかせ

藤井靜一氏の碑
観空産業観空産業

松尾神社松尾神社

第35号表紙より抜粋
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�

旭
竜
地
区

�

　
泉
　
照
子

　

今
回
の
一
斉
改
選
で
、
昭
和
四
十
九

年
十
二
月
一
日
か
ら
四
十
二
年
間
を
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
活
動
し
、

こ
の
度
退
任
を
迎
え
る
こ
と
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
若
か
っ
た
私
に
、
何
と

か
民
生
委
員
を
や
っ
て
ほ
し
い
と
頼
み

に
来
ら
れ
た
こ
と
を
想
い
お
こ
し
ま
す
。

と
て
も
悩
み
、
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て

今
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
長

き
に
わ
た
り
大
過
な
く
無
事
に
努
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の

住
民
の
相
談
に
あ
た
り
、
課
題
解
決
へ

の
糸
口
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
。
活
動

の
な
か
で
信
頼
や
、
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
実
績
も
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
仕
事
の
奥
深
さ
や
お
も
し
ろ

さ
を
実
感
す
る
時
期
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
研
修
や
事
例
研
究

な
ど
の
学
習
会
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、

個
人
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は
大

切
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

岡
山
市
は
平
成
二
十
一
年
に
、
十
八

番
目
の
政
令
指
定
都
市
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
市
民
児
協
が
県
民
児
協
か
ら

分
離
す
る
際
の
検
討
委
員
会
に
委
員
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、

女
性
部
と
し
て
全
国
大
会
へ
の
出
席
や

各
種
研
修
等
を
開
催
し
、
研
鑚
を
深
め

た
こ
と
も
よ
き
思
い
出
で
す
。
政
令
指

定
都
市
移
行
後
は
、
市
民
児
協
の
地
域

福
祉
推
進
部
と
し
て
活
動
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。

　

退
任
後
で
す
が
、
地
区
の
社
会
福
祉
協

議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
頑
張
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
の

地
区
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、

認
知
症
の
不
安
が
あ
る
方
や
地
域
の
方

が
気
軽
に
集
え
て
、
話
が
で
き
る
カ
フ
ェ

と
し
て
活
動
し
て
い
る
「
オ
レ
ン
ジ
カ

フ
ェ
」
に
力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
認
知

症
の
こ
と
を
知
り
予
防
す
る
た
め
の
心

構
え
な
ど
を
勉
強
で
き
る
い
い
機
会
な

の
で
、
若
い
世
代
の
人
達
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
欲
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、参
加
し
て
く
れ
た
方
た
ち
が
、

ご
近
所
の
独
り
暮
ら
し
の
方
に
声
を
か

け
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
認

知
症
予
防
だ
け
で
な
く
、
引
き
こ
も
り

が
ち
な
方
々
へ
の
働
き
か
け
と
い
う
う

れ
し
い
効
果
も
あ
り
ま
す
。
認
知
症
の

高
齢
者
が
年
々
増
加
し
て
い
く
な
か
で
、

こ
の
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が
、
認
知
症
の

方
々
を
地
域
で
支
え
合
っ
て
い
く
た
め

の
活
動
拠
点
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
四

年
四
月
に
「
瑞
宝
単
光
章
」
を
皇
后
様

か
ら
賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お

か
げ
で
す
。
本
当
に
感
謝
の
一
言
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

興
除
地
区

�

　
阪
本
　
康
己

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
な
っ
て
か

ら
の
九
年
間
、
最
も
意
欲
を
持
っ
て
自

主
活
動
し
て
き
た
の
は
、
近
く
の
複
雑

で
交
通
量
の
多
い
交
差
点
で
登
校
す
る

約
八
十
名
の
学
童
た
ち
の
毎
朝
の
安
全

見
守
り
で
す
。
元
気
よ
く「
お
は
よ
う
！
」

や
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
ど
を
交
わ
し
合
い
な

が
ら
、
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
た

ち
の
姿
を
目
に
し
て
い
く
こ
と
は
限
り

な
く
活
力
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
特
に

毎
年
卒
業
し
て
い
く
六
年
生
か
ら
手
渡

し
で
も
ら
う
お
礼
の
レ
タ
ー
は
、
心
温

ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
二
期
六
年
間
は
、
単
位
民
児

協
の
会
長
を
務
め
ま
し
た
が
、
毎
月
一

回
必
ず
定
例
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
、
す
べ
て
の
情
報
伝
達
・
事
業
協

議
な
ど
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
た

の
も
、
地
区
の
委
員
全
員
が
非
常
に
よ

く
協
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。

　

加
え
て
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
発

足
し
た
福
祉
区
民
児
協
活
動
に
お
い
て

も
、
近
接
す
る
五
つ
の
地
区
民
児
協
に

退
任
を
迎
え
て

こ
の
度
、
一
斉
改
選
に
よ
り
退
任
さ
れ
る
方
々
に
、
自
身
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
を
振
り
返
り
、
思
い
出
さ
れ
る

こ
と
や
後
進
に
託
す
思
い
な
ど
つ
づ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。



● 7

　

こ
の
事
業
は
、
認
知
症
状
に
よ
り
徘

徊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
と
捜
索

協
力
者
を
事
前
に
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し
、

万
一
登
録
さ
れ
た
高
齢
者
が
行
方
不
明
と

な
っ
た
場
合
に
、
家
族
等
か
ら
の
申
し
出

に
よ
り
捜
索
協
力
者
に
対
し
て
行
方
不
明

者
情
報
を
一
斉
に
メ
ー
ル
配
信
し
、
捜
索

に
協
力
い
た
だ
き
早
期
発
見
の
一
助
に
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

●
事
前
登
録
者
の
募
集

　

認
知
症
で
行
方
不
明
と
な
る
恐
れ
が
あ

る
高
齢
者
の
情
報
を
事
前
に
登
録
し
ま
す
。

も
し
、
ご
近
所
、
担
当
区
域
内
で
認
知
症

に
よ
り
徘
徊
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
高
齢

者
や
そ
の
ご
家
族
を
ご
存
知
で
し
た
ら
こ

の
事
業
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
協
力
者
の
募
集

　

行
方
不
明
と
な
っ
た
高
齢
者
の
情
報
を

受
け
取
り
、
早
期
発
見
に
協
力
い
た
だ
け

る
市
民
の
方
と
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

※
登
録
方
法

▼ 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
、
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
案
内
に
し

た
が
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

岡
山
市
高
齢
者
福
祉
課

℡　
（
〇
八
六

−

八
〇
三

−

一
二
五
六
）

認知症の方の家族等 警察署

岡山市（委託事業者） 協力者等

所
属
す
る
百
名
の
委
員
と
い
う
少
数
の
組

織
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

地
区
会
長
会
か
ら
続
く
小
銭
南
区
西
福
祉

区
会
長
に
よ
る
熱
意
と
尽
力
で
、
一
体
と

し
て
効
率
的
な
活
動
が
で
き
た
こ
と
に
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
諸
々
の
事
柄
に
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
九
年
間
で

感
じ
た
こ
と
を
申
し
ま
す
。
民
生
委
員
の

年
齢
要
件
と
成
り
手
不
足
の
関
係
は
あ
り

ま
す
が
、
随
時
若
返
り
を
図
っ
て
い
く
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
。
主
任
児
童
委
員
の
役

割
を
明
確
に
す
る
た
め
の
名
称
の
検
討

（
例
え
ば
専
任
児
童
委
員
等
）、
改
選
時
期

に
つ
い
て
様
々
な
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ

ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
職
務
は
、
地

味
で
成
果
も
な
か
な
か
表
に
現
れ
て
こ
な

い
も
の
で
す
。
継
続
さ
れ
て
い
か
れ
る

方
々
、
新
任
委
員
の
み
な
さ
ま
、
平
成

二
十
九
年
は
民
生
委
員
制
度
創
設
百
周
年

の
区
切
り
の
年
と
な
り
ま
す
。「
広
げ
よ

う 

地
域
に
根
ざ
し
た 

お
も
い
や
り
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

九
年
間
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ま
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

「
岡
山
市
行
方
不
明
高
齢
者
　

　
さ
が
し
て
メ
ー
ル
事
業
」

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
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編

集

後

記

　

民
児
協
お
か
や
ま
四
十
二
号
は
、
表

紙
に
日
本
三
大
奇
祭
の
一
つ
で
あ
る

「
西
大
寺
観
音
院
の
会
陽
」
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

　

文
章
は
、
西
大
寺
地
区
の
山
本
会
長

が
書
い
て
く
だ
さ
り
、
写
真
は
お
寺
の

方
か
ら
お
譲
り
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
数
点
の
な
か

か
ら
、
広
報
委
員
で
恐
縮
な
が
ら
選
ば

せ
て
頂
い
た
も
の
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

　

私
が
広
報
委
員
に
な
っ
て
三
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
私
に
で

き
る
の
か
と
心
配
で
し
た
が
、
周
り
の

委
員
の
み
な
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
や
っ

て
こ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

一
斉
改
選
の
年
で
す
。
こ
こ
で
退
任
さ

れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

来
年
度
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設
百

年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。
新
広
報

委
員
の
方
に
は
新
し
い
風
を
吹
き
込

ん
で
い
た
だ
い
て
、
よ
り
よ
い
民
児
協

お
か
や
ま
の
紙
面
づ
く
り
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
の
活
動
で
岡
山
に
住
ん
で

い
な
が
ら
、
知
ら
な
い
こ
と
を
多
く
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
い
い
勉
強

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

守
安　

真
理
子　

記

植
物
画
（
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
）

木
工

建
部
地
区
　
　

太
田
　
秀
信

平
福
地
区
　
　
　

西
山
　
美
貴
枝

コ
ス
モ
ス

ク
レ
マ
チ
ス

　
竹
製
の
照
明
具
で
「
天
の
川
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
製
作
し
ま
し
た
。
和
風
に
も
合
い
眺
め
な
が
ら

「
一ち

ょ
っ
と寸
」
一
杯
も
お
つ
な
も
の
で
す
。

　
木
製
の
一
輪
車
で
生
け
花
や
鉢
植
え
、
装
飾
品

等
に
使
っ
て
は
と
造
っ
て
み
ま
し
た
。
万
能
で
す

か
ら
ど
こ
に
で
も
気
軽
に
使
え
ま
す
。
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